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しを多少強くし，亀裂が生じて水ミチが形成されたこ

とも一つの原田である0

46年度は，中干しによる地耐力の強化は各区とも

45年度に比べてかなり劣り，弾丸1．5〝工区のみが若

干地耐力は強化されたが，その他の区が強化されなか

クたのは中干し期後半の天気が45年度に比べて悪く，

ほ場乾燥が進まなかったためでもある。

また，落水後もかなりの降雨があったため，地耐力

の強化は弾丸1・5′乃区を除いては10月中旬まで望め

なかったが，天候が回復した以後は5．0〝l区において

も急速な強化がみられ，機械の走行性についても45

年度とほぼ同じように，本膳キョと弾丸陥キョを組み

合わせた区は容易であった・が，その他の区は困難ある

いは不可能な状態であったが，地耐力の強化はかなり

遅延された。

これは，弾丸鵬キョ施工1年目の45年度の場合の

弾丸穴のツマリや崩壊は断面積の約50％であったが，

2年日に当たる48年度の場合は約90％のツマリを

生じたので，これが地耐力の強化を遅らせた原因であ

り，これらを解消し弾丸穴の耐久性向上をはかるため，

穴に疎水材を充てんし，水の蓮通性をはかる必要があ

る。

沖積水田における透水性附与

佐々木信夫・清原悦郎・千葉満男・平野　裕
（岩手県農試県南分場）

1　ま　え　が　き

沖積水田における水田利用の近代化を推し進めるに

は，湛水期および非湛水期を問わず，透水性がついて

水のコントロールが効くことが重要な条件となってきている。

このため明キヨ・隋キョの施工，ポンプ排水施設なと

が基盤整備に伴って設備されてきているが，これは非

湛水掛こおける透排水は良好な結果が得られるが，湛

水期の透水性の附与には不充分なことがあり，必ずし

も透水性の増大をきたすとは限らない。このような基

盤整備後の透水性不良は，基盤としてのク土壌クの諸

特性に主凶があると考えられるので，その改善方策に

ついて北上押絵平坦地水田において種々検討を加えた

ので報告する。

2　試　験　方　法

北上沖積平坦地水田（場内）5haに深さ150招，勾

配1：1の明キョ（素掘り）を周辺および中央十字状

に設け，ポンプ強制排水機能を備えさせ．周辺水田よ

りの地下水位の影響を遮断した水田を供用した。代か

き分散度と透水性の大小との関連の解析はレも．000ポ

ット法を用いた。土塊物理性は10D戒実容積法および

農機研式SR－2型硬度計によった。

5　試　験　結　果

1透水性不良の要因

（1）　土壌の堆積様式

岩手農試県南分場水田圃場は北上平野のほぼ中央部

で北上川の左岸に位し，深度10†乃以潔は第三系鮮新

枕の真滝層の頁岩（一部砂岩挟在）が成層しており，

そのうえに北上川の氾澄原堆眉土としての砂礫が10

仇～2・5mにわたって唯放し，慮上層部は北上可成の

沖括層がこの楔層の上に粗砂→砂壌土→壌土→徽砂質

埴壌土と次第に粒径を減じながら堆積してきており，

表層土塊は埴壌土となっている。

地下水位は非かんがい其射こは－550C茄と充分低いが，

かんがい期には砂礫層を満たして上昇し，－25C詔くら

いになる0土色は非かんがい期とかんがい期では第2

層以下は全く変化なく，黄褐色土壌の特性を示すが，

第1層のみは明らかに変化していることが特異的でY

R→OYとなり，ヂビルジルによるpO叶の反応が顛

著に示され，Eh6も第1層のみ極度に低下しており，

これらのことから作土層のみグライ化が進行すること

が分かり，作土層でかんがい水の珍透が抑制されてい

ることが知られた。

（2）土壌の特性

第1層が最も粘土分に富むが，5層（97C初）までは

シルトと粘土の合量が80％にも及び，極めて土妓粒

子の粒径が細かいことが知られ，その粘土鉱物は2：

1型のモソモリpナイトが阜越し，透水係数は表層20

C窮までは10‾●ォーダーであるが下層50－40－50〇打の

層位に10‾8．十一ダーの透水性の小さい層位が介在して

おり，堆積的にも難診透性の特性を示す。

2　透水性の附与

（1）　土境の代かき分散の程度と透水性

沖若水田には異なる粒径組成を持った種々の土佐を
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示す土襟が分布するが，土佐のうち特に透水性に大き

く関与するのはその粘土の含有量であり，実験の結果，

通常は粘土が5％以下では透水性が充分大きいが，5

～10％でしだいに低下し，10知を越えると透水能の低

下度が著しくなり，15％以上では極度に透水性が不良

になってくる傾向が認められた。また，そのうちでは

分散度の小さい無代かき条件では透水性の低下度が小

さく，分散度の大きい代かき条件はど透水性の低下度

が大きくなる傾向が示された（第1回）。

透水係数
（0血ノseC）

（a）粒径分布と透水係数　（b）代かき回数と透水係数

第1屑土壌十秒混合比率

第1図　土壌の代かき分散の程度と透水性との関係

さらに1暦から5楢までの各層位ごとの土壌につい

て，代かき回数と透水性との馳速をみると，代かき回数の

増加によってその逸水性は急速に低下し，とくに代かき5

回までの凶数と透水係奴の低下偵向とは著しい相関が

みられる。すなわち，無代かきに対し1回の代かき分散

によって逸水性が％ぐらい低下し，5回の代かきによ

っては宛，植代かきの最大分散の条件では1／looぐら

いに透水係数が低下してくることが明らかとなった。

したがって比較的表層で透水性が抑制されている当土

壌では，作土の代かき分散をあらくするか，全然代かきを

行わない方法を取り入れる必要があることが知られた。

（2）代かき分散改善による透水性附与

（a）明菜水位調節に伴う日変動

結果は第2回に示される。

水田の確水代かき移植後明キョ水位が長期にわたっ

て安定化している際は，明キョから12〝Zぐらいまで

はあまり明キョ水位と地下水位との落差はなく一様に

高くなっておりほとんど水平になっているが，この状

態から明キョ水をポンプ鱗制排水によって水位を次第

に低下させてゆくと，明キョ側に近いところほど地下

水位が明キョ水位に連動して低下してゆき地下水位曲
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線がカープして示され，明キョから5〝l附近までは日

変動値においてもかなりよく連動しているが8・5mか

ら12〝l地点ではわずかの変動にとどまる。さらにこ

れが降下診透量に及ぼす影響は代かき段階によって変

動が異なり代かき5回（ロータリー）ではほとんど変動

せず，代かき1回（ロータリー）でわずかに増大傾向

を示し，代かき1回（ハロー）で明らかに増大してく

る。また，代かき0のような透水量が150職と充分大

きな圃場条件においても地下水位低下によって，さら

に降下診透畳は多くなることがみられ，すなわち，地

下水位低下の負圧ポテンシャルの誘因を受けることが

認められる。このように代かきの捺準とされている代

かき5回（ロータリー）のような代かき方法では，明

キョ水位の低下によっても地下水位低下はレスポンス

が遅れ，また，作土自体の土壌の分散性過良により透

水生の増減には1日単位のような短時日ではほとんど

反応しないことが認められた。

（b）明蕪水位調節に伴う旬日変動

結果は約5回に示される。
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第5図　明渠水位調節に伴う水田透水壷の旬日変動
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これをもう少し長期の日数で検討すれば，明浜水位

の低下に伴い圃場地下水位は12〝王地点までほぼ半句

日数ぐらいでパラレルに反応して低下してくることが

明らかであり・これが水田の透水性にも明らかに増大

傾向をとらせることが認められたが，その反応は代か

きの粗なる方法で大で，構なる方で幅が小さいことが

知られた。

このことは，この檻の土壌の自然土層圃場に透水性

を附与するには，明キョ水位調節による地下水位低

下，すなわち．水頭勾配を増大させるとともに，代か

き分散の程度にも大いに配慮を払う必要があることが

確証された。

5　代かき分散の程度による日減水深の動向

結果は第1表に示される。

第1表　代かきの程酎こよる日減水深の動向（5カ年）　　　　　　　　（整備圃場）

d　 ・ 上 d ・ 下 7 ・ 中 7 ・ 下 8 ・ 中 8 ・ 下

第 1 年 度

代 か き 6 回 ロータリー 占．5 孤招 1 1．8 耽尿 Z d 風花 5．0 放屁 8．8 孤陀 6．5 死花

〟　　 5 回　　 〟 7 4 1 0．8 8．9 8．8 1 1．5 1 0．0

（昭 劇 ） 〝　 1 回　　 〝 ヱ8 1 5．7 ス8 4．5 8．7 7 0

無 代 か き　 細 砕　 土 6 1．9 7 4．7 5 2．9 5 1．5 4 8．5 4 0．0

d　 ・ 上 d ・ 下 7 ・ 中 7 ・ 下 8　 ・ 上 8 ・ 下

第 2 年 度

代 か き 5 回 ロータリー 2 0．0 爪瓜 1 1．8 風花 2 2．0 双勿 1 （～．5 顆 1 2．7 放尿 1 0．5 侃拓

〝　 1 回　　 〝 5 4．0 2 5．5 5 （；．7 2 4．5 2 父 9 2 ス4

（暗 45 ） 〟　　　　　　 ハ　 ロ　 ・・－ 7 4．0 6 8．5 5 0．7 5 0．7 5 1．0 4 5．8

無 代 か き　 細　 砕 土 9 8．5 7 5．5 7 2，8 1 0 8．8 1 4 8．8 1 2 Z l

6　 ・ 上 ‘ ・ 下 7 ・ 中 7　 ・ 下 8　 ・ 上 8 ・ 中

第 3 年 度

代 か き 引回 ロータリー 8．0 瑚 8，8 風花 1 占．0 肋 1 1．0 瓜確 1 5，2 加 1 5．0 死顔

〝　 ク1 回　　 〟 1 5．5 1 1．0 1 占．5 1 6．5 1 5．2 1 5．0

（昭 4 ‘） 〟　　　　　　　 ハ　 IJ　 － 5 1．2 5 2．5 5 4．5 7 5，5 8 6．8 9 1．5

無 代 か き　 細 枠 土 1 8 5．0 1 5 R 5 2 5 1，8 1 9 8．D 2 5 A D 2 5 8．5

当初は代かき分散された第1層の作土が透水性が最

も少さいので，その代かきをしだいに輪から粗へそし

て零へと逓減していくと自然土居の圃場において日減

水深はしだいに増大してくる胞向が示された。特に代

かき0では100風砕以上と擾めて過大になってくるので

代かき1回ぐらいがよく，それも分散方法としてロー

タリー1回で10－55及羅程度，ハロー1回で50－70

確度であるのでハローの方が土壌の分散度が低く透

水性をより大きく附与できる。また，無代かきが経年

とともに日渡水深が大となってきているのは，明キヨ

施工による排水によって逐年土層の構造が発達し自然

土層としての透水性が次第に向上してきたものと解さ

れ，上限としての透水億が充分大なることが知られた

ので，あとは肥沃度と植生との関連における適正透水

量を附与できる範囲の代かき分散を採用すれば合理的

な透水性附与ができる。

4　代かき条件による収量性の累年の傾向

結果は窮2表に示される。

第2表　代かき条件による収量性の累年の傾向（5カ年）

区　　　　　　 名
玄　　　　 米　　　　 重 収　　 量　　 指　　 数

昭 4 4 昭 4 5 昭 4 6 平　 均 昭 4 4 昭 4 5 昭 4 8 平　 均

代かき　 8 回　 ロータリー

　 辱

5鼠5

毎

8 4．7

毎 　 桓

5 R 5

％

9 5

％

1 0 0

％

1 0 0

　 ％

9 5

代かき　 5 回　　 〝 d 2．6 8 2．0 d 5．1 1 0 0 1 D O

代かき 1回　　 〝 d 1．9

5 9 1

8 5．5 6 1．7 d 5．0 9 9

9 4

1 0 1 1 0 0 1 0 0

〝　　　　　　 ハ　 ロ　 ・・－ 8 7 5 d 5．5 d ‘．4 1 0 4 1 8 5 1 0 5

無代か き　　 細 砕 土 5 0．5 8 1．5 5 6．9 7 8 9 9 9 0

無代か き追肥　　 〝 8 1．9 6 5．2 8 4．5 d 5．1 9 9 9 8 1 0 4 1 0 0
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代かき回数を逓減しても同一刺巴条件において代か

き1回までは収量性は掛こは低下せず，ハロー代かき

1回のように収量がプラスの区もあり代かき回数およ

び代かきの手段を選ぶことにより透水性を附与し収皇

位を向上させることができる。

無代かきでは成苗移植では移植時の首のスタンドが

悪いことが欠点であったが，稚苗機械移植（′ミラ播首）

に切りかえて良好な首のスタンドを得ることができた

ので，これに中間追肥を併用することにより収量水準

の維持が可能なので透水性の撞度に少ない水田や低湿

田においては，この無代かき細枠土は健全根圏を得る

有効な手段になり得る0

5　枚圏の活力および地耐力に及ぼす影響

代かき回数を逓減させれば，水稲茎葉中のMn／Fe

比が大となり，板圏が健全化し，落水後の地耐力の増

大もより速やかに大となり，大型収穫作業機の導入に

もより有利である。

5　要　　　　　約

基盤整備に伴い稲作の近代化を推し進めるには水田

の透水性は重要な要田であるが．北上河成沖積土掛こ

っいてその透水性の附与について検討した結果，

1明キョ水位の低下による水成勾配の増大ととも

に，作土の代かき分数度を低減させてやることにより

透水性を附与してやることができる0

2　明キョ水位の調節による地下水位，水田透水性へ

のレスポンスは半句日数ぐらい要し，そのうちでは代か

き分散度の粗なるほど反応が速やかでかつ大である0

5　代かき1回まで収量水準が向上する0

4　さらに根因活力・地耐力に有利になる○

施肥法とその排水効果について

近藤　和夫・村上　利男
（東北農試）

1　ま　え　が　き

水稲に及ぼす水管理の影響を，土妹の毯炉および肥

培法と関連させて明らかにしようとした0

2　試　験　方　法

1実施場所　盛岡試験地精密枠圃場（5桝×5m，

第1表　　試験区の構成

深さdOC瓜）

2　供試土壌

（1）表土（0－5DC雁）大曲，盛岡の沖積水田土

壌と厨川黒色火山灰土壌の5桂土壌○

（2）下層土（50－8OC那）盛岡沖積水田の下層

土。

5　試験区の構成（第1蓑）

試験区
肥　 培　 管　 理 水　　　 管　　　 理

追　 肥　 量 追　肥　時　 期 湛　 水　 区 排　　　　 水　　　　 区

A

丑

N ：2んか／a　〝 分げっ盛 期

有効分げっ期

極
有効分げっ期以前は湛水区と同じ

C 〝 萄　 分　化 期 有効分げっ期以降は地下水位 d O C忽

亀裂中干 （10 日間）後 間断浦漑
D 〝 幼穂形 成期 地下水位

E

F

〝

〝

減数 分裂 期

穂 揃　 期

田面下0（：盈

4　処　　理

（1）水　管　理

排水区は移植後有効分げっ期までは高地下水位湛水

を保ち，以降低地下水位－dOC詔として田面水を排除

し，土壌水分下限pF2・5まで中干しを行い，以後毎

日1回約5C忽水深の間断かんがいを出穂後20日まで

施し，その後，落水まで押水かんがいとした0

（2）追　　肥

前記各生育ステ・－ジにが：2毎／／aを湛水状態で施した0

5　耕程概要

（日　供試品塵　ササニシキ（4月17日播鹿，保温

折衷苗代育苗）

（2）耕起および施肥法

堆帆珪カルを散布後，耕深20C尿のスコップ耕を


